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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】貸出単価帯で遊技情報を確認することができる
ようにする。
【解決手段】２種類以上の貸出単価を集計対象として設
定し、集計対象として設定された２種類以上の貸出単価
の各々に対応付けられた遊技情報を集計し出力する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各店舗に設けられた店舗管理装置と通信可能に接続され、
　各店舗管理装置から送信される各種遊技情報を受信することにより、各店舗において遊
技に使用される遊技媒体の貸出単価と、該貸出単価で貸し出された遊技媒体を使用して遊
技が行われたことにより発生した遊技情報とを対応付けて、各店舗の管理用遊技情報とし
て集中管理する集中管理装置において、
　前記管理用遊技情報には、前記貸出単価が２種類以上含まれ、
　前記２種類以上の前記貸出単価を集計対象として設定する集計対象設定手段と、
　前記集計対象として設定された前記２種類以上の貸出単価の各々に対応付けられた前記
遊技情報を集計し出力する集計出力手段と、
　を備えることを特徴とする、集中管理装置。
【請求項２】
　各店舗に設けられた店舗管理装置と、
　各店舗に設けられた店舗管理装置と通信可能に接続され、
各店舗管理装置から送信される各種遊技情報を受信することにより、各店舗において遊技
に使用される遊技媒体の貸出単価と、該貸出単価で貸し出された遊技媒体を使用して遊技
が行われたことにより発生した遊技情報とを対応付けて、各店舗の管理用遊技情報として
集中管理する集中管理装置と、からなる集中管理システムにおいて、
　前記管理用遊技情報には、貸出単価が２種類以上含まれ、
　前記集中管理装置は、
　前記２種類以上の貸出単価を集計対象として設定する集計対象設定手段と、
　前記集計対象として設定された前記２種類以上の貸出単価の各々に対応付けられた遊技
情報を集計し出力する集計出力手段と、
　を備えることを特徴とする、集中管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の遊技場の遊技情報を集中管理する集中管理装置、および集中管理シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の遊技場を経営する企業があり、このような企業では、複数の遊技場の各々
に設けられた場内管理装置で管理されている各種遊技情報を、本部に設けられた遊技情報
サーバにおいて集中管理するものがあった（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　そして、本部で集中管理される各種遊技情報は、各遊技媒体の貸出単価と対応付けて管
理されており、管理者（経営者）は各遊技媒体の貸出単価毎に各種遊技情報を確認するこ
とで経営指標としていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１５７１７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、近年、各遊技場において遊技に使用される遊技媒体（玉、メダル）の貸
出単価は、例えば、Ａ店では、貸出玉単価は１円、４円、貸出メダル単価は５円、２０円
であり、Ｂ店では、貸出玉単価は２円、４円、貸出メダル単価は１０円、２０円であり、
Ｃ店では、貸出玉単価は０．５円、１円、貸出メダル単価は５円、１０円というように、



(3) JP 2018-201577 A 2018.12.27

10

20

30

40

50

それぞれの遊技場の営業地域や競合する遊技場の営業形態等によって多種類になっている
。
【０００６】
　また、近年、遊技媒体（玉、メダル）の貸出の際に消費税を徴収しない遊技場と消費税
を徴収する遊技場とがあり、例えば、消費税を徴収しない遊技場では貸出玉単価は４円で
ある一方、消費税を徴収する遊技場では貸出玉単価は４．３２円（消費税８％を外税徴収
の場合）というように、従来は同じ貸出単価であったものが、消費税の徴収の有無により
異なる貸出玉単価となるケースがある。
【０００７】
　このように従来に比べ貸出単価の種類が多種類になったことにより、管理者の経営指標
としての活用の仕方も多岐にわたるようになってきた。
　例えば、従来通り各遊技媒体の貸出単価毎の各種遊技情報に加え、低貸出単価帯（例え
ば玉単価０～２円）の遊技情報や高貸出単価帯（例えば玉単価３～４円）の遊技情報も経
営指標の１つにしたいという管理者がいる。
【０００８】
　また、４円貸出単価帯（例えば玉単価４～４．３２円）の遊技情報を経営指標の１つに
したいという管理者等もいる。
　しかしながら、従来の集中管理装置ではこのような管理者の要望に対応できなかった。
【０００９】
　本発明は、このような背景を鑑みてなされたものであり、その目的は、貸出単価帯毎に
遊技情報を集計することができるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明１に係る集中管理装置は、各店舗に設けられた店舗管理装置と通信可能に接続さ
れ、各店舗管理装置から送信される各種遊技情報を受信することにより、各店舗において
遊技に使用される遊技媒体の貸出単価と、該貸出単価で貸し出された遊技媒体を使用して
遊技が行われたことにより発生した遊技情報とを対応付けて、各店舗の管理用遊技情報と
して集中管理する集中管理装置において、前記管理用遊技情報には、前記貸出単価が２種
類以上含まれ、前記２種類以上の前記貸出単価を集計対象として設定する集計対象設定手
段と、前記集計対象として設定された前記２種類以上の貸出単価の各々に対応付けられた
前記遊技情報を集計し出力する集計出力手段と、を備えることを特徴とする
【００１１】
　本発明２に係る集中管理システムは、各店舗に設けられた店舗管理装置と、各店舗に設
けられた店舗管理装置と通信可能に接続され、各店舗管理装置から送信される各種遊技情
報を受信することにより、各店舗において遊技に使用される遊技媒体の貸出単価と、該貸
出単価で貸し出された遊技媒体を使用して遊技が行われたことにより発生した遊技情報と
を対応付けて、各店舗の管理用遊技情報として集中管理する集中管理装置と、からなる集
中管理システムにおいて、前記管理用遊技情報には、貸出単価が２種類以上含まれ、前記
集中管理装置は、前記２種類以上の貸出単価を集計対象として設定する集計対象設定手段
と、前記集計対象として設定された前記２種類以上の貸出単価の各々に対応付けられた遊
技情報を集計し出力する集計出力手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、管理者は貸出単価帯毎に遊技情報を集計することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本部管理システム１の全体構成を示す図である。
【図２】店舗用管理装置により集計管理される遊技情報の出力例を示す図である。
【図３】本部用管理装置に集中管理される各店舗の各種遊技情報の例１を示す図である。
【図４】貸出単価に対して口座帯を設定するときの口座帯（貸出）設定画面の一例を示す
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図である。
【図５】貸出単価に対して設定された各口座帯情報の例を示す図である。
【図６】貸出単価口座帯別の遊技情報の出力例を示す図である。
【図７】貸出単価口座帯について消費税徴収設定するときの消費税設定画面の一例を示す
図である。
【図８】各口座帯について消費税徴収の有無が設定された状態を示す図である。
【図９】各口座帯における消費税徴収別の遊技情報の出力例を示す図である。
【図１０】各店舗の属性を設定するための属性設定画面の一例を示す図である。
【図１１】フレキシブル設定をするときのフレキシブル設定画面の一例を示す図である。
【図１２】フレキシブル設定による遊技情報の出力例１を示す図である。
【図１３】フレキシブル設定による遊技情報の出力例２を示す図である。
【図１４】各口座がどの口座帯に構成されているのかを示す登録内容の図である。
【図１５】本部用管理装置に集中管理される各店舗の遊技情報の例２を示す図である。
【図１６】交換単価に対して口座帯を設定するときの口座帯（交換）設定画面の一例を示
す図である。
【図１７】交換単価に対して設定された各口座帯情報の例を示す図である。
【図１８】交換単価口座帯の遊技情報の出力例を示す図である。
【図１９】本部用管理装置により集中管理される各店舗の遊技情報の例３を示す図である
。
【図２０】貸出単価について高貸し口座帯と低貸し口座帯とを設定するときの口座帯（貸
出）設定画面の一例を示す図である。
【図２１】高貸し口座帯情報と低貸し口座帯情報の例を示す図である。
【図２２】高貸し口座帯の遊技情報と低貸し口座帯の遊技情報の出力例を示す図である。
【図２３】本部用管理装置により集中管理される各店舗の各種遊技情報の例４を示す図で
ある。
【図２４】各口座帯の貸出単価および交換単価を詳細に設定するときの口座帯詳細設定画
面の一例を示す図である。
【図２５】口座帯詳細設定画面を用いて設定された各口座帯情報の例を示す図である。
【図２６】口座帯毎の遊技情報の出力例を示す図である。
【図２７】機種毎の口座帯別遊技情報の出力例を示す図である。
【図２８】指定口座帯の機種別遊技情報の出力例を示す図である。
【図２９】各口座帯についての詳細を表すグラフを示す図である。
【図３０】各口座帯についてセキュリティ設定するときの口座帯別セキュリティ設定画面
の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態（以下、「本実施形態」ともいう。）について図面を参照しな
がら説明していく。
【００１５】
　＜本部管理システム１の全体構成＞
　図１は、第１の実施形態に係る本部管理システム１の全体構成を示す図である。
【００１６】
　本実施形態の本部管理システム１は、各店舗内に設けられた店舗用管理装置（店舗管理
装置）１－ｃと、各店舗を統括する運営本部に設けられた本部用管理装置（集中管理装置
）１－ａとから構成される。
【００１７】
　各店舗内に設けられた店舗用管理装置１－ｃは、所謂ホールコンピュータと呼ばれるも
のであり、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ハードディスク等の記憶部、キーボードやマウス等の入力部
、モニタやプリンタ等へ情報（データ）を出力する出力部（例えば、Ｉ/Ｏインターフェ
ース）、情報の送受信をネットワーク（例えば、図１に示すインターネット等の公衆回線
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１－ｂ、ＬＡＮ等により形成される店舗内ネットワーク１－ｄ）を介して行う通信部等か
ら構成されるコンピュータであり、当該店舗の営業中に発生した各種遊技情報（例えば、
スタート情報、特賞情報、アウト情報、セーフ情報等）を集計し管理するものである。
【００１８】
　各店舗内に設けられた店舗用管理装置１－ｃは、店舗内ネットワーク１－ｄを介して、
店舗に設置されたパチンコ機やスロットマシン等の各遊技機（パチンコ機、スロットマシ
ン等）１－ｆおよび図示しない補給装置等から送信される各種遊技情報を受信する。
【００１９】
　また、店舗用管理装置１－ｃは、各遊技機１－ｆに対応して設置され、遊技機１－ｆで
遊技に使用される遊技媒体（玉、メダル等）を貸し出すための台間機１－ｅから送信され
る売上情報等や図示しない計数機から出力される計数情報、貯玉情報等の各種遊技情報を
受信する。
【００２０】
　そして、店舗用管理装置１－ｃは、記憶部に記憶された店舗用集計プログラムがＣＰＵ
によって実行されることにより、受信した各種遊技情報をその店舗用の設定に応じて台番
号と対応付けて記憶したり、台間機番号と対応付けて記憶したり、計数番号と対応付けて
記憶する。記憶された各種遊技情報は、一般的には１営業日単位で集計され、各店舗の店
舗管理者（経営者）が閲覧できるように出力される。
【００２１】
　ここで「出力される」とは、ある装置から他の装置へ遊技情報が送信されることを指す
。例えば、情報確認用の装置（例えば、図１に示されたモニタやプリンタ）に集計された
遊技情報が出力されることによって、各種遊技情報が、モニタに表示されたり紙に印刷さ
れたりする。
　集計された遊技情報は、情報確認用の装置に出力される以外にも、例えば、公衆回線１
－ｂや店舗内ネットワーク１－ｄを介してサーバやパソコンに出力されたり、ＦＡＸとし
て他所に送信されたりすることもある。
【００２２】
　運営本部に設けられた本部用管理装置１－ａは、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ハードディスク等の
記憶部、キーボードやマウス等の入力部、モニタやプリンタ等へデータを出力する出力部
、情報の送受信をネットワークを介して行う通信部等から構成されるコンピュータであり
、全ての店舗の店舗用管理装置１－ｃによって集計された各種遊技情報を集計し集中管理
するものである（集計出力手段）。また、本部用管理装置１－ａのＣＰＵなどは、２種類
以上の貸出単価を集計対象として設定する２種類以上の前記貸出単価を集計対象として設
定する集計対象設定手段として機能する。このＣＰＵは、貸出単価の中から集計対象とな
る貸出単価を抽出するための閾値の入力操作を受けつけたり、入力された閾値を自身に設
定したりする機能も備えることができる。
【００２３】
　本部用管理装置１－ａは、各店舗内に設けられた店舗用管理装置１－ｃと公衆回線１－
ｂを介して通信接続されており、各店舗用管理装置１－ｃから送信される各店舗で集計さ
れた各種遊技情報を受信する。
【００２４】
　本部用管理装置１－ａは、記憶部に記憶された本部用集計プログラムがＣＰＵによって
実行されることにより、受信した各店舗の各種遊技情報をその本部用の設定に応じて各店
舗の店舗ＩＤと対応付けて記憶する。記憶された各店舗の各種遊技情報は、本部の管理者
が閲覧できるように出力される。
【００２５】
　なお、店舗用管理装置１－ｃ、本部用管理装置１－ａの上記以外の構成や機能は、上記
特許文献１や、特開２０１６－９３２６９等に記載された周知の構成や機能であり、ここ
では、詳細な説明は省略する。遊技機１－ｆ、台間機１－ｅについても同様である。
　ここで、遊技機１－ｆや台間機１－ｅから店舗用管理装置１－ｃに送信される遊技情報
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（遊技信号）について説明する。
【００２６】
アウト信号： 遊技する上で発射された玉（ 使用玉、打込玉）数を示す信号である。 
セーフ信号：払い出された玉数を示す信号である。
スタート信号：遊技機１－ｆの入賞口にパチンコ玉が入った時に出力される信号である。
特賞信号：遊技機１－ｆより大当たりが発生すると出力される信号である。
売上信号：台間機１－ｅにて、玉貸しがあった際に出力される信号。
【００２７】
売上信号から貸出玉の売上額が算出できる。まず、売上信号× ２ ５ （「２５」はパチ
ンコ玉の数を示す。）の演算を行い、貸出玉数を算出する。この貸出玉に貸出単価を乗じ
れば、その値が売上額となる。
具体例を挙げれば、貸出単価４円の運用の場合は、１パルス受信すると、１×２５×４＝
１００の演算が行われる。演算の結果から売上額は１００円となる。
【００２８】
　＜店舗用管理装置１－ｃに集計管理される遊技情報の出力例＞
　図２は店舗用管理装置１－ｃにより集計管理される遊技情報の出力例を示す図である。
　店舗用管理装置１－ｃは、遊技機１－ｆや台間機１－ｅから出力される各種の遊技信号
に基づいて、一般的であり周知な遊技情報（例えば、アウト・セーフ・ベース・売上情報
・持玉数（図示せず）・大当たり回数・確変回数・遊技人数など）を集計及び管理する。
　店舗用管理装置１－ｃは、遊技機１－ｆ毎または、機種毎に遊技情報を集計及び管理す
る。
【００２９】
　＜本部用管理装置１－ａに集中管理される各店舗の各種遊技情報の例１＞
　図３は、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各種遊技情報の例１を示
す図である。
　本部用管理装置１－ａは、図３に示すように、各店舗から送信された各種遊技情報をテ
ーブルとして保持する。
【００３０】
　なお、以下の説明における「口座」とは、所謂遊技媒体（玉、メダル）の貸出単価のこ
とである。
　また、以下において消費税率は８％として説明する。
【００３１】
　この図に示されている店舗には、遊技媒体の貸出単価４円に対して消費税を徴収してい
ない（４円貸し）店舗（Ａ、Ｄ店）と、遊技媒体の貸出単価４円に対して消費税を内税徴
収している（４．１６円貸し）店舗（Ｂ、Ｅ店）と、遊技媒体の貸出の際に消費税を外税
徴収している（４．３２円貸し）店舗（Ｃ店）と、遊技媒体の貸出単価１円に対して消費
税を徴収していない（１円貸し）店舗（Ｆ店）がある。
【００３２】
　よって、本部用管理装置１－ａにより集中管理される店舗の「口座（貸出単価）」は、
４種類に区分でき、テーブルには４種類の貸出単価が含まれることになる。
【００３３】
　この図に示されているように、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各
種遊技情報には、「店名」（店舗名称）、「口座（貸出単価）」、「徴収方法」、「口座
売上（円）」、「口座貯玉数（玉）」、「口座アウト（発）」、「口座セーフ（発）」、
「台数（台）」等の項目がある。また、この図には示していないが、「特賞情報」、「ス
タート情報」等の項目もある。
　これらが含まれるテーブルは、上述した各店舗の店舗用管理装置１－ｃから受信した各
種遊技情報に基づいて本部用管理装置１－ａの本部用集計プログラムにより作成されるも
のである。
【００３４】
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　各項目については以下のとおりである。
　「店名」：店舗の名称を示す。
　「口座（貸出単価）」：貸出単価を示す。なお、「４円パチンコ」とは貸出単価４円に
対して消費税を徴収していないことを意味し、「４．１６円パチンコ」とは貸出単価４円
に対して消費税を内税徴収していることを意味し、「４．３２円パチンコ」とは貸出単価
４円に対して消費税を外税徴収していることを意味し、「１円パチンコ」とは貸出単価１
円に対して消費税を徴収していないことを意味する。
【００３５】
　「徴収方法」：遊技媒体の貸出額から消費税を徴収していない店舗は「無」、遊技媒体
の貸出額から消費税を内税徴収している店舗は「内」、遊技媒体の貸出額から消費税を外
税徴収している店舗は「外」となる。
【００３６】
　「口座売上」：貸出単価別の売上額を示す。
　「口座アウト」：貸出単価別のアウト数を示す。
　「口座セーフ」：貸出単価別のセーフ数を示す。
　「台数」：店舗に設置される遊技機１－ｆの台数を示す。
【００３７】
　＜貸出単価に対する口座帯設定の例１＞
　図４は、貸出単価について口座帯を設定するときの口座帯（貸出）設定画面の一例を示
す図であり、図５は、貸出単価に対して設定された各口座帯情報の例を示す図である。
【００３８】
　以下の説明では、貸出単価についての口座帯の設定を本部用管理装置１－ａを用いて行
うが、店舗用管理装置１－ｃで行うように構成することもできる。店舗用管理装置１－ｃ
で行った各種設定は、ネットワークを介して本部用管理装置１－ａに送信される。
　貸出単価について口座帯を設定する場合、操作者はモニター（図１参照）に表示された
図示しないメニュー画面から「口座帯（貸出）設定」メニューを選択する。「口座帯（貸
出）設定」メニューが選択されると図４に示す口座帯（貸出）設定画面がこのモニタに表
示される。
【００３９】
　この口座帯（貸出）設定画面には、操作者が操作する項目として、「口座帯名（○○円
帯」を入力可能な項目４－ａと、「貸出単価レンジ（○○円～△△円）」を入力可能な項
目４－ｂとが用意されている。
【００４０】
　この画面において、まず操作者は、登録したい口座帯の名称を項目４－ａに入力する。
次に項目４－ａに入力した名称の口座帯に設定したい貸出単価のレンジ（範囲）を項目４
－ｂに入力する。
　ここでは、項目４－ａには「４円口座帯」、項目４－ｂには「４円～４．３２円」と入
力した例を示している。この値は、作業者が任意の数値を手入力してもよいし、プルダウ
ンで表示される候補の中から選択（入力）してもよい。この入力された値は、集計対象の
遊技情報を抽出するための閾値として機能する。
【００４１】
　なお、この図４には、便宜上、項目４－ａと項目４－ｂが１つずつ、計２項目しか示さ
れていないが、項目４－ａを複数表示させて、複数の口座帯をこの画面で一括して入力お
よび登録できるようにしてもよい。この場合、項目４－ａに対応させて、項目４－ｂも複
数表示される。
【００４２】
　全ての入力が終了すると、操作者は登録アイコンボタン４－ｃをクリックする。登録ア
イコンボタン４－ｃがクリックされると、本部用管理装置１－ａの記憶部に登録内容がテ
ーブルとして記憶される。
【００４３】
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　この口座帯（貸出）設定画面を用いて設定されたテーブルの一例を図５に示す。
　この図に示すように、「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯名称」、「貸出単価レンジ（○○円
～△△円）」がそれぞれ対応付けられて口座帯毎に複数登録されている。
【００４４】
　＜貸出単価口座帯別の遊技情報の出力例＞
　図６は、図４の口座帯（貸出）設定画面を用いて設定された各口座帯情報の登録内容に
基づいて、出力される貸出単価口座帯別の遊技情報の出力例を示す図である。
【００４５】
　貸出単価口座帯別の遊技情報を閲覧する操作者は、図示しないメニュー画面から「口座
帯別遊技情報集計」メニューを選択する。
　「口座帯別遊技情報集計」メニューが選択されると、本部用管理装置１－ａのＣＰＵは
、上述した図５に示したテーブルから貸出単価レンジを読み出し、読み出した貸出単価レ
ンジに該当する店舗の遊技情報を図３に示したテーブルから抽出し、抽出した各店舗の各
種遊技情報を項目毎に合計する処理を行う。
【００４６】
　この処理について図３と図５を用いて詳述する。
　（処理１－１）図示しない「口座帯別遊技情報集計」メニューが選択されたことに対応
して、図５に示したテーブルから口座帯の貸出単価レンジを読み出す。
【００４７】
　（処理１－２）読み出された貸出単価レンジに基づいて、図３に示すテーブルから各種
遊技情報（口座売上、口座貯玉数、口座アウト等）を抽出する。ここでは、貸出単価レン
ジが４円～４．３２円であるため、図３に示すテーブルからは、Ａ～Ｅ店に対応付けられ
た各種遊技情報が抽出される。このとき、「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯」の名称も抽出す
ることができる。
【００４８】
　（処理１－３）抽出された各種遊技情報を各項目毎に合計する。例えば、「口座売上」
は、Ａ店の１００００円、Ｂ店の１５０００円、Ｃ店の２００００円、Ｄ店の２５０００
円、Ｅ店の３００００円が合計されて１０００００円となる。
　このような処理によって図６に示す遊技情報が出力されることになる。
【００４９】
　図６に示す遊技情報には、上記した（処理１－１）～（処理１―３）によって抽出され
た各情報に基づいて「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯」の名称とこの口座帯に該当する店舗の
「口座売上」の合計額、「口座貯玉数」の合計数、「口座アウト」の合計数、「口座セー
フ」の合計数、「台数」の合計数が含まれている。
【００５０】
　このように出力される各口座帯の遊技情報（図６では４円口座帯の遊技情報）を本部の
管理者が閲覧することにより、所謂○円貸しの遊技情報（図６では４円貸しの遊技情報）
として纏めた形で確認することができる。
【００５１】
　＜貸出単価口座帯に対する消費税徴収設定＞
　図７は、上述した図５の貸出単価に対して設定された各口座帯に対して消費税徴収の有
無を設定するときの消費税設定画面の一例を示す図であり、図８は、各口座帯について消
費税徴収の有無が設定された状態を示す図である。
【００５２】
　各口座帯に対して消費税徴収の有無を設定する場合、操作者は図示しないメニュー画面
から「消費税設定」メニューを選択する。「消費税設定」が選択されると図５に示した登
録内容をモニタに表示させる。そのとき「口座帯Ｎｏ．」の項目は、操作者によって選択
可能になるようにアイコンボタンで形成される。ここで、任意の「口座帯Ｎｏ．」、例え
ば、Ｎｏ１を選択すると、図７に示す消費税設定画面がモニタに表示される。
【００５３】
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　この消費税設定画面には、操作者が操作する項目として、「口座帯選択」を入力（選択
）可能な複数の項目６－ａと、「税種別」を入力（選択）可能な複数の項目６－ｂとが用
意されている。
　この画面において、まず操作者は、登録したい口座帯の名称を項目６－ａにプルダウン
表示される口座帯名称（図５の各口座帯名称に対応。）から１つを選択入力する。
【００５４】
　次に項目６－ａに選択入力した名称の口座帯に設定したい税種別を項目６－ｂにプルダ
ウン表示される「徴収無」、「内税徴収」、「外税徴収」の中から１つを選択入力する。
　ここでは、項目６－ａには「４円口座帯」、項目６－ｂには「徴収無」、「内税徴収」
、「外税徴収」の３種類の徴収方法が選択された例を示している。
【００５５】
　なお、この図７に示した消費税設定画面では、便宜上、項目６－ａと項目６－ｂには４
円口座帯に対してのみ選択入力されている例を示しているが、図５に他の口座帯名称が登
録されている場合は、項目６－ａには他の口座帯が選択入力できるように形成されており
、また項目６－ｂには他の口座帯名称に対し徴収方法が選択入力できるように形成されて
いる。
【００５６】
　全ての入力が終了すると、操作者は追加登録アイコンボタン６－ｃをクリックする。追
加登録アイコンボタン６－ｃがクリックされると、本部用管理装置１－ａの記憶部に登録
内容がテーブルとして記憶される。
【００５７】
　この消費税設定画面を用いて設定されたテーブルは、図８に示すような内容となる。
　この図に示すように、「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯名称」、「税種別」がそれぞれ対応
付けられて登録される。
【００５８】
　＜各貸出単価口座帯の消費税徴収別の遊技情報の出力例＞
　図９は、図７の消費税設定画面を用いて設定された登録内容に基づいて出力される、各
口座帯における消費税徴収別の遊技情報の出力例を示す図である。
【００５９】
　各口座帯における消費税徴収別の遊技情報を閲覧する操作者は、図示しないメニュー画
面から「消費税徴収別遊技情報」メニューを選択する。
　「消費税徴収別遊技情報」メニューが選択されると、本部用管理装置１－ａのＣＰＵは
、図８に示したテーブルを検索し、各口座帯Ｎｏ．に対応する口座帯名称と税種別を読み
出す。そして、この読み出した口座帯名称と税種別から各口座帯Ｎｏ．毎に、該当する店
舗の遊技情報を上述した図３に示したテーブルから抽出する。そして、抽出した各店舗の
各種遊技情報を各項目毎に合計する処理を行う。
【００６０】
　この処理について図３と図５、図８を用いて詳述する。
　（処理２－１）図示しない「消費税徴収別遊技情報メニューが選択されたことに対応し
て、図８に示したテーブルの「口座帯Ｎｏ．」のうち、例えば、最も若い「口座帯Ｎｏ.
」をまず検索する（ここでは、「１－ａ」）。
【００６１】
　（処理２－２）検索された「口座帯Ｎｏ.」に対応する「税種別」および「口座帯名称
」を抽出する。例えば、図８に示したテーブルから、項目「１－ａ」に対応する「４円口
座帯」および「徴収無」が抽出される。
【００６２】
　（処理２－３）抽出した「口座帯Ｎｏ.」に基づいて、図５に示したテーブルから「貸
出単価レンジ」を抽出する。例えば抽出した「口座帯Ｎｏ.」が「４円口座帯」であれば
、図５のテーブルから「４円～４．３２円」が抽出される。
【００６３】
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　（処理２－４）図５のテーブルから抽出した「貸出単価レンジ」に基づいて、図３に示
したテーブルから、貸出単価レンジが「４円～４．３２円」に該当する店舗を抽出する。
「貸出単価レンジ」が「４円～４．３２円」であれば、Ａ店～Ｅ店が抽出される。
【００６４】
　（処理２－５）上記した（処理２－２）において抽出した「税種別」に基づいて、抽出
されたＡ店～Ｅ店の中から税種別が「徴収無」に該当する店舗をさらに抽出する。
　ここでは、Ａ店とＤ店が抽出されることになる。そして、Ａ店とＤ店の各々に対応付け
られた各種遊技情報（口座売上、口座貯玉数、口座アウト等）をさらに抽出する。
【００６５】
　（処理２－６）抽出された各種遊技情報を各遊技情報の項目毎に合計する。例えば、「
口座売上」の場合は、Ａ店の１００００円とＤ店の２５０００円を合計して、「口座売上
」３５０００円とする。
【００６６】
　（処理２－７）図８のテーブルに示された全ての「口座帯Ｎｏ.」について、上記処理
を繰り返す。
　このような処理によって図９に示す遊技情報が出力されることになる。
【００６７】
　図９に示す遊技情報には、上記した（処理２－１）～（処理２―７）によって抽出され
た各情報に基づいて「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯」の名称（口座帯＋徴収方法）とその口
座帯に該当する店舗の「口座売上」の合計額、「口座貯玉数」の合計数、「口座アウト」
の合計数、「口座セーフ」の合計数、「台数」が含まれている。
【００６８】
　このように出力される各口座帯の遊技情報（図９では「４円口座帯：徴収無」、「４円
口座帯：内税徴収」、「４円口座帯：外税徴収」、「１円口座帯：徴収無」）を本部の管
理者が閲覧することにより、所謂○円貸しについて消費税を徴収していない店舗の遊技情
報と、消費税を内税徴収している店舗の遊技情報と、消費税を外税徴収している店舗の遊
技情報として纏めた形で確認することができる。
【００６９】
　この図９に示す各遊技情報は、テーブルとして記憶部に登録しておき、いつでも読み出
せるようにしておくとよい。
【００７０】
　＜各店舗の属性設定＞
　図１０は各店舗の属性を設定するための属性設定画面の一例を示す図である。
　各店舗の属性を設定する場合、操作者は図示しないメニュー画面から「店舗属性設定」
メニューを選択する。「店舗属性設定」メニューが選択されると図１０に示す口座帯（貸
出）設定画面がモニタに表示される。
【００７１】
　この店舗属性設定画面には、操作者が入力する項目として、「店舗情報１（立地）」、
「店舗情報２（規模）」、「店舗情報３（エリア）」、「店舗情報４（その他）」が用意
されている。なお、「店名」の項目は、管理対象となる全店舗（図３に表示される店舗名
）が一覧表示される。
【００７２】
　操作者は、Ａ店の属性を設定する場合、「店名」項目からＡ店を選択する。Ａ店が選択
されると、Ａ店に対する「店舗情報１（立地）」、「店舗情報２（規模）」、「店舗情報
３（エリア）」、「店舗情報４（その他）」の入力が可能となる。
【００７３】
　そして、操作者がＡ店に対応する「店舗情報１（立地）」の項目を選択すると、「駅前
」、「郊外」等の選択肢がプルダウン表示されるので、これらの選択肢から１つを選択入
力する（図１０では「駅前」が選択されている）。
【００７４】
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　次に、操作者がＡ店に対応する「店舗情報２（立地）」の項目を選択すると、「大型店
舗」、「中型店舗」、「小型店舗」等の選択肢がプルダウン表示されるので、これらの選
択肢から１つを選択入力する（図１０では「大型店舗」が選択されている）。
【００７５】
　次に、操作者がＡ店に対応する「店舗情報３（エリア）」の項目を選択すると、「東北
」「関東」、「中部」、「関西」等の選択肢がプルダウン表示されるので、これらの選択
肢から１つを選択入力する（図１０では「関東」が選択されている）。
【００７６】
　次に、操作者がＡ店に対応する「店舗情報４（その他）」の項目を選択すると、「首都
圏」、「地方」等の選択肢がプルダウン表示されるので、これらの選択肢から１つを選択
入力する（図１０では「首都圏」が選択されている）。
【００７７】
　このように操作者が各店舗に対して選択入力することにより、各店舗の店舗属性情報が
入力されることになる。全ての入力を終え、図示しない登録アイコンボタンを操作者がク
リックすることにより、本部用管理装置１－ａの記憶部に店舗属性情報が記憶される。
【００７８】
　＜遊技情報に対するフレキシブル設定とフレキシブル設定による出力例＞
　図１１は、フレキシブル設定をするときのフレキシブル設定画面の一例を示す図であり
、図１２は、フレキシブル設定による遊技情報の出力例１を示す図であり、図１３は、フ
レキシブル設定による遊技情報の出力例２を示す図である。
【００７９】
　フレキシブル設定により遊技情報を閲覧したい操作者は、まず図示しないメニュー画面
から「フレキシブル設定情報」メニューを選択する。「フレキシブル設定情報」メニュー
が選択されると図１１に示すフレキシブル設定画面がモニタに表示される。
【００８０】
　このフレキシブル設定画面は、概念Ｌｖ１入力項目９－ａ、概念Ｌｖ２入力項目９－ｂ
、概念Ｌｖ３入力項目９－ｃ、概念Ｌｖ４入力項目９－ｄ等から形成される。
　概念Ｌｖ１が最上位概念であり、以下、概念Ｌｖ２→概念Ｌｖ３→概念Ｌｖ４…の順に
概念レベルが下がっていく。
【００８１】
　操作者は、このフレキシブル設定画面の各概念Ｌｖに対して閲覧したい情報順に各項目
について選択入力していくことにより、所望の遊技情報を閲覧することができる。
【００８２】
　なお、各概念Ｌｖ入力項目は、上述した図４の口座帯（貸出）設定画面により設定され
た各口座帯と、図７の消費税設定画面において選択可能な各税種別と、図１０の属性設定
画面において選択可能な各属性等およびこれら以外にも様々な項目が選択肢としてプルダ
ウン表示されるようになっている。操作者が、所望の選択肢を各概念Ｌｖ入力項目に対し
てプルダウンから選択し、完了ボタン９－ｅをクリックすることにより、画面が切り替わ
り、遊技情報が階層形式で表示される。
【００８３】
　例えば、概念Ｌｖ１入力項目９－ａ：口座帯、概念Ｌｖ２入力項目９－ｂ：店舗情報３
（エリア）、概念Ｌｖ３入力項目９－ｃ：店舗情報１（立地）、概念Ｌｖ４入力項目９－
ｄ：店舗情報２（規模）となるように操作者が各項目をプルダウンから選択入力し、完了
ボタン９－ｅをクリックしたとする。
　この場合遊技情報は、図１２に示されているように、第１階層１０－ａから第４階層１
０－ｄに区別されて表示される。
【００８４】
第１階層１０－ａには各口座帯に該当する全ての店舗の各種遊技情報を抽出して各口座帯
の各遊技情報の合計が表示される。
　第２階層１０－ｂには、第１階層の各遊技情報を各エリア属性に分けた各遊技情報の合
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計が表示される。
【００８５】
　第３階層１０－ｃには、第２階層の各遊技情報を各立地属性に分けた各遊技情報の合計
が表示される。
　第４階層１０－ｄには、第３階層の各遊技情報を各規模属性に分けた各遊技情報の合計
が表示される。
【００８６】
　また、例えば、図１１に示したフレキシブル設定画面において、概念Ｌｖ１入力項目９
－ａ：店舗情報３（エリア）、概念Ｌｖ２入力項目９－ｂ：口座帯、概念Ｌｖ３入力項目
９－ｃ：全店舗となるように操作者が各項目をプルダウンから選択入力し、完了アイコン
ボタン９－ｅをクリックしたとする。
【００８７】
　この場合、遊技情報は、図１３に示されているように、第１階層１１－ａから第３階層
１１－ｃに区別されて表示される。
【００８８】
　第１階層１１－ａには各エリア属性に該当する全ての店舗の各種遊技情報を抽出して各
エリア属性の各遊技情報の合計が表示される。
　第２階層１１－ｂには、第１階層の各遊技情報を各口座帯に分けた各遊技情報の合計が
表示される。
【００８９】
　第３階層１１－ｃには、第２階層に属する全ての店舗の遊技情報を店舗別に分けた遊技
情報が表示される。
　このフレキシブル設定を活用することによって、管理者が所望する階層表示を行うこと
ができる。
【００９０】
　以上、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各種遊技情報の例１および
、設定した口座帯毎の遊技情報の出力例について説明した。
　本願発明は、上記で説明した構成以外にも種々の構成を備えることができる。例えば、
図４を参照して、口座帯（貸出）設定画面を用いて各貸出単価について口座帯を設定する
場合を説明したが、この設定した口座帯に含まれていない口座を抽出する構成を備えても
よい。
【００９１】
　この場合、図４に示す口座帯（貸出）設定画面には、口座帯に含まれていない口座の抽
出を開始するための「口座帯未登録口座抽出」ボタン（図示せず）を表示させることが望
ましい。
　この例を図３、４および１４を用いて説明する。図１４は、各口座がどの口座帯に構成
されているのかを示す登録内容の図である。
【００９２】
　まず、図３に示すように、各遊技情報が管理されている各店舗Ａ～Ｆにおいて、すでに
説明したように図４に示す口座帯（貸出）設定画面において口座帯（貸出）設定したとす
る。すると、図１４で示されるようなテーブルが記憶部に登録される。
【００９３】
　このテーブルには、項目１２－ａ～１２－ｃが含まれており、１２－ａは店名、１２－
ｂは口座、１２－ｃはどの口座帯に含まれるかを示す口座帯フラグである。項目１２－ａ
の店名および項目１２－ｂの口座は、図３の「店名」および「口座（貸出単価）」と対応
しており、必要に応じて図３に示したテーブルの内容が代入される。
【００９４】
項目１２－ｃには、各店舗の項目１２－ｂの口座が、４円口座帯に含まれていれば「４円
口座帯」が設定される。この４円口座帯の設定は、図４に示す口座帯（貸出）設定画面に
おいて登録アイコンボタン４－ｃがクリックされた際に行われる。
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【００９５】
　ここでは、Ａ店・Ｂ店・Ｃ店・Ｄ店・Ｅ店の口座が４円口座帯に含まれるので、これら
の店舗に対応する項目１２－ｃは「４円口座帯」となる。
【００９６】
　図４に示す口座帯（貸出）設定画面において、まだ１円口座帯の登録が行われていない
場合、該当する店舗に対応する項目１２－ｃは空欄になる。例えば、図３に示すＦ店は、
口座帯レンジ（４円～４．３２円）に含まれない（１円）ので、１２－ｃは空欄になる。
【００９７】
　操作者が「口座帯未登録口座抽出」ボタンをクリックすると、本部用管理装置１－ａの
ＣＰＵは、図１４に示したテーブルを参照し、各店舗毎に、項目１２－ｃが空欄か否かを
判定していく。
【００９８】
　判定の結果、項目１２－ｃが空欄であった場合、本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、空
欄の項目１２－ｃに対応する店名を項目１２－ａから抽出する。今回の場合は、Ｆ店の項
目１２－ｃが空欄であるので、結果的に「Ｆ店」が抽出される。
　本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、モニタには、「口座帯未登録口座が存在します。（
Ｆ店）確認してください。」といったようなアラートを表示する。
【００９９】
　このような構成によれば、アラートを表示することによって、図４に示す口座帯（貸出
）設定画面における口座帯（貸出）設定の漏れを操作者に知らせることが出来る。
なお、上記以外にも設定したレンジが間違っている可能性があることを操作者に知らせる
ことが可能な構成を備えることも出来る。
【０１００】
　＜本部用管理装置１－ａに集中管理される各店舗の各種遊技情報の例２＞
　図１５は、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各種遊技情報の例２を
示す図である。
【０１０１】
　この図に示されている店舗は、景品交換の際の交換単価が４円であるＧ店と、景品交換
の際の交換単価が３．５円であるＨ店と、景品交換の際の交換単価が３円であるＩ店と、
景品交換の際の交換単価が２．５円であるＪ店と、景品交換の際の交換単価が２．２５円
であるＫ店である。
　よって、本部用管理装置１－ａにより集中管理される店舗の遊技情報には、全体で５種
類の交換単価が含まれていることになる。
【０１０２】
　この図に示されているように、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各
種遊技情報には、「店名」、「口座（貸出単価）」、「交換単価」、「口座売上」、「口
座貯玉数」、「口座アウト」、「口座セーフ」、「台数」等がある。また、この図には示
していないが、「特賞情報」、「スタート情報」等の項目もある。
【０１０３】
　これらの遊技情報は、上述した各店舗の店舗用管理装置１－ｃから受信した各種遊技情
報に基づいて本部用管理装置１－ａの本部用集計プログラムにより作成されるものである
。
【０１０４】
　各項目については以下のとおりである。
　「店名」：店舗の名称を示す。
　「口座（貸出単価）」：貸出単価を示す。
　「交換単価」：景品交換する際の遊技媒体の単価を示す。
【０１０５】
　「口座売上」：交換単価別の売上額を示す。
　「口座アウト」：交換単価別のアウト数を示す。
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　「口座セーフ」：交換単価別のセーフ数を示す。
　「台数」：店舗に設置される遊技機１－ｆ（図１参照）の台数を示す。
【０１０６】
　＜交換単価に対する口座帯設定＞
　図１６は、交換単価について口座帯を設定するときの口座帯（交換）設定画面の一例を
示す図であり、図１７は、交換単価に対して設定された各口座帯情報の例を示す図である
。
【０１０７】
　交換単価について口座帯を設定する場合、操作者は図示しないメニュー画面から「口座
帯（交換）設定」メニューを選択する。「口座帯（交換）設定」メニューが選択されると
図１６に示す口座帯（交換）設定画面がモニタに表示される。
【０１０８】
　この口座帯（交換）設定画面には、操作者が入力する項目として、「口座帯名」を入力
可能な項目１４－ａと、「交換単価レンジ（○○円～△△円）」を入力可能な項目１４－
ｂとが用意されている。
　この画面において、まず操作者は、登録したい口座帯の名称を項目１４－ａに入力する
。次に項目１４－ａに入力した名称の口座帯に設定したい交換単価のレンジ（範囲）を項
目１４－ｂに入力する。
【０１０９】
　ここでは、項目１４－ａには「高還元口座帯」、「中還元口座帯」、「低還元口座帯」
と各々入力し、項目４－ｂには「４円～４．３２円」、「３～３．９円」、「２．２５～
２．９円」と入力した例を示している。
【０１１０】
　なお、この図１６には、便宜上、項目１４－ａおよび項目１４－ｂが各々３項目、計６
項目しか示されていないが、さらに複数の項目１４－ａを表示させてもよい。この場合、
項目４－ａに対応させて、項目４－ｂもさらに複数表示される。
【０１１１】
　全ての入力が終了すると、操作者は登録アイコンボタン１４－ｃをクリックする。登録
アイコンボタン１４－ｃがクリックされると、本部用管理装置１－ａの記憶部に登録内容
がテーブルとして記憶される。
【０１１２】
　この口座帯（貸出）設定画面を用いて設定されたテーブルの一例を図１７に示す。
　この図に示すように、「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯名称」、「交換単価レンジ（○○円
～△△円）」がそれぞれ対応付けられて口座帯毎に複数登録される。
【０１１３】
　＜交換単価口座帯別の遊技情報の出力例＞
　図１８は、図１６の口座帯（交換）設定画面を用いて設定された各口座帯情報の登録内
容に基づいて、出力される交換単価口座帯別の遊技情報の出力例を示す図である。
【０１１４】
　交換単価口座帯別の遊技情報を閲覧する操作者は、図示しないメニュー画面から「交換
単価口座帯別遊技情報集計」メニューを選択する。
【０１１５】
「口座帯別遊技情報集計」メニューが選択されると、本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、
上述した図１７に示したテーブルから交換単価レンジを読み出し、読み出した交換単価レ
ンジに該当する店舗の遊技情報を図１５に示したテーブルから抽出し、抽出した各店舗の
各種遊技情報を項目毎に合計する処理を行う。
【０１１６】
　この処理について図１５と図１７を用いて詳述する。
　（処理３－１）図示しない「交換単価口座帯別遊技情報集計」メニューが選択されたこ
とに対応して、図１７に示したテーブルから口座帯の交換単価レンジを読み出す。



(15) JP 2018-201577 A 2018.12.27

10

20

30

40

50

【０１１７】
　（処理３－２）読み出された交換単価レンジに基づいて、図１５に示すテーブルから各
種遊技情報（口座売上、口座貯玉数、口座アウト等）を抽出する。ここでは、例えば、交
換単価が４～４．３２円、３～３．９円、２．２５～２．９円の交換単価レンジが抽出さ
れる。したがって、図１５に示す各店舗の中から交換単価レンジ４～４．３２円に該当す
るＧ店、交換単価レンジ３～３．９円に該当するＨ店とＩ店、交換単価レンジ２．２５～
２．９円に該当するＪ店とＫ店のそれぞれに対応付けられた各種遊技情報が抽出される。
【０１１８】
　（処理３－３）抽出された各種遊技情報を各項目毎に合計する。例えば、交換単価レン
ジ３～３．９円の「口座売上」は、Ｈ店の１５０００円、Ｉ店の２００００が合計されて
３５０００円となる。
　このような処理によって図１８に示す遊技情報が出力されることになる。
【０１１９】
　図１８に示す遊技情報には、上記した（処理３－１）～（処理３―３）によって抽出さ
れた各情報に基づいて「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯」の名称とこの口座帯に該当する店舗
の「口座売上」の合計額、「口座貯玉数」の合計数、「口座アウト」の合計数、「口座セ
ーフ」の合計数、「台数」の合計数が含まれている。
【０１２０】
　このように出力される各口座帯の遊技情報を本部の管理者が閲覧することにより、各還
元口座帯の遊技情報として纏めた形で確認することができる。
【０１２１】
　＜本部用管理装置に集中管理される各店舗の各種遊技情報の例３＞
　図１９は、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の種遊技情報の例３を示
す図である。
【０１２２】
　この図に示されている店舗は、貸出単価が４円と１円であるＬ店と、貸出単価が４円と
２円であるＭ店と、貸出単価が４円と２．５円であるＮ店と、貸出単価が４円であるＯ店
と、貸出単価が０．２円であるＰ店である。
【０１２３】
　よって、本部用管理装置１－ａにより集中管理される店舗の遊技情報には、全体で５種
類の貸出単価が含まれていることになる。
【０１２４】
　この図に示されているように、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各
種遊技情報には、「店名」、「口座１（貸出単価）」、「口座１売上」、「口座１貯玉数
」、「口座１アウト」、「口座１セーフ」、「口座１台数」、「口座２（貸出単価）」、
「口座２売上」、「口座２貯玉数」、「口座２アウト」、「口座２セーフ」、「口座２台
数」等がある。また、この図には示していないが、「口座１特賞情報」、「口座１スター
ト情報」、「口座２特賞情報」、「口座２スタート情報」等の項目もある。
【０１２５】
　これらの遊技情報は、上述した各店舗の店舗用管理装置１－ｃから受信した各種遊技情
報に基づいて本部用管理装置１－ａの本部用集計プログラムにより作成されるものである
。
【０１２６】
　各項目については以下のとおりである。
　「店名」：店舗の名称を示す。
　「口座１（貸出単価）」：１つ目の貸出単価を示す。
　「口座１売上」：１つ目の貸出単価に対応した売上額を示す。
【０１２７】
　「口座１アウト」：１つ目の貸出単価に対応したアウト数を示す。
　「口座１セーフ」：１つ目の貸出単価に対応したセーフ数を示す。
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　「口座１台数」：１つ目の貸出単価に対応した遊技機１－ｆの台数を示す。
【０１２８】
　「口座２（貸出単価）」：２つ目の貸出単価を示す。
　「口座２売上」：２つ目の貸出単価に対応した売上額を示す。
　「口座２アウト」：２つ目の貸出単価に対応したアウト数を示す。
　「口座２セーフ」：２つ目の貸出単価に対応したセーフ数を示す。
　「口座２台数」：２つ目の貸出単価に対応した遊技機１－ｆ（図１参照）の台数を示す
。
【０１２９】
　＜貸出単価に対する口座帯設定の例２＞
　図２０は、貸出単価について高貸し口座帯と低貸し口座帯とを設定するときの口座帯（
貸出）設定画面の一例を示す図であり、図２１は、高貸し口座帯情報と低貸し口座帯情報
の例を示す図である。
【０１３０】
　貸出単価について口座帯を設定する場合、操作者は図示しないメニュー画面から「口座
帯（貸出）設定」メニューを選択する。「口座帯（貸出）設定」メニューが選択されると
図２０に示す口座帯（貸出）設定画面がモニタに表示される。
【０１３１】
　この口座帯（貸出）設定画面には、操作者が操作する項目として、「口座帯名（○○円
帯」を入力可能な項目１７－ａと、「貸出単価レンジ（○○円～△△円）」を入力可能な
項目１７－ｂとが用意されている。
【０１３２】
　この画面において、まず操作者は、登録したい口座帯の名称を項目１７－ａに入力する
。次に項目１７－ａに入力した名称の口座帯に設定したい貸出単価のレンジ（範囲）を項
目１７－ｂに入力する。
【０１３３】
　ここでは、項目１７－ａには「高貸し口座帯」、「低貸し口座帯」、項目１７－ｂには
「４円～４．３２円」、「０．２円～２．５円」と入力した例を示している。
　なお、この図２０には、便宜上、項目１７－ａと項目１７－ｂには各々２項目、計４項
目しか示されていないが、項目１７－ａをさらに複数表示させてもよい。この場合、項目
１７－ａに対応させて、項目１７－ｂもさらに複表示事される。
【０１３４】
　全ての入力が終了すると、操作者は登録アイコンボタン１７－ｃをクリックする。登録
アイコンボタン１７－ｃがクリックされると、本部用管理装置１－ａの記憶部に登録内容
がテーブルとして記憶される。
【０１３５】
　この口座帯（貸出）設定画面を用いて設定されたテーブルの一例を図２１に示す。
　この図に示すように、「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯名称」、「貸出単価レンジ」がそれ
ぞれ対応付けられて口座帯毎に複数登録されている。
【０１３６】
　＜貸出単価口座帯別の遊技情報の出力例＞
　図２２は、図２０の口座帯（貸出）設定画面を用いて設定された各口座帯情報の登録内
容に基づいて、出力される高貸し口座帯の遊技情報と低貸し口座帯の遊技情報の出力例を
示す図である。
【０１３７】
貸出単価口座帯別の遊技情報を閲覧する操作者は、図示しないメニュー画面から「口座帯
別遊技情報集計（貸出単価別）」メニューを選択する。
「口座帯別遊技情報集計（貸出単価別）」メニューが選択されると、本部用管理装置１－
ａのＣＰＵは、上述した図２１に示したテーブルから貸出単価レンジを読み出し、読み出
した貸出単価レンジに該当する店舗の遊技情報を上述した図１９に示したテーブルから抽
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出し、抽出した各店舗の項目毎に合計する処理を行う。
【０１３８】
　この処理について図１９と図２１を用いて詳述する。
　（処理４－１）図示しない「口座帯別遊技情報集計（貸出単価別）」メニューが選択さ
れたことに対応して、図２１に示したテーブルから口座帯の貸出単価レンジを読み出す。
【０１３９】
　（処理４－２）読み出された貸出単価レンジに基づいて、図１９に示すテーブルから各
種遊技情報（口座売上、口座貯玉数、口座アウト等）を抽出する。ここでは、例えば、貸
出単価が４～４．３２円、０．２～２．５円である貸出単価レンジが抽出される。
【０１４０】
　したがって、図１９に示す各店舗の中から貸出単価レンジ４～４．３２円に該当するＬ
店、Ｍ店、Ｎ店、Ｏ店、貸出単価レンジ０．２～２．５円に該当するＬ店、Ｍ店、Ｎ店、
Ｐ店のそれぞれに対応付けられた各種遊技情報が抽出される。
【０１４１】
　（処理４－３）抽出された各種遊技情報を各項目毎に合計する。例えば、貸出単価が０
．２～２．５円の「口座売上」の場合は、Ｌ店の１円パチンコの２００００円、Ｍ店の２
円パチンコの２５０００円、Ｎ店の２.５円パチンコの３００００円、Ｐ店の３００００
円が合計されて１０５０００円となる。
　このような処理によって図２２に示す遊技情報が出力されることになる。
【０１４２】
　図２２に示す遊技情報には、上記した（処理４－１）～（処理４―３）によって抽出さ
れた各情報に基づいて「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯」の名称とこの口座帯に該当する店舗
の「口座売上」の合計額、「口座貯玉数」の合計数、「口座アウト」の合計数、「口座セ
ーフ」の合計数、「台数」の合計数が含まれている。
【０１４３】
　このように出力される各口座帯の遊技情報（図２２では高貸し口座帯と低貸し口座帯の
遊技情報）を本部の管理者が閲覧することにより、所謂高貸し、低貸しの遊技情報として
纏めた形で確認することができる。
【０１４４】
　　＜本部用管理装置に集中管理される各店舗の各種遊技情報の例４＞
　図２３は、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各種遊技情報の例４を
示す図である。
【０１４５】
　この図に示されている店舗はＱ店、Ｒ店、Ｓ店、Ｔ店、Ｕ店である。
　Ｑ店は、貸出単価が４円であり交換単価が３.５円である。Ｒ店は、貸出単価が４.１６
円であり交換単価が４円である。Ｓ店は、貸出単価が４.３２円であり交換単価が４円で
ある。Ｔ店は、貸出単価が１円であり交換単価が１円である。Ｕ店は、貸出単価が１円で
あり交換単価が１．０８円である。
【０１４６】
　よって、本部用管理装置１－ａにより集中管理される店舗の情報には、全体で４種類の
貸出単価および４種類の交換単価が含まれていることになる。
【０１４７】
　この図に示されているように、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各
種遊技情報には、「店名」、「口座（貸出単価）」、「交換単価」、「口座売上」「口座
貯玉数」、「口座アウト」、「口座セーフ」、「台数」等がある。また、この図には示し
ていないが、「特賞情報」、「スタート情報」、「特賞情報」、「スタート情報」等の項
目もある。
【０１４８】
　これらの遊技情報は、上述した各店舗の店舗用管理装置１－ｃから受信した各種遊技情
報に基づいて本部用管理装置１－ａの本部用集計プログラムにより作成されるものである
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。
【０１４９】
＜口座帯詳細設定の実施形態＞
　図２４は、各口座帯の貸出単価および交換単価を詳細に設定するときの口座帯詳細設定
画面の一例を示す図である。
【０１５０】
　貸出単価および交換単価について口座帯を設定する場合、操作者は図示しないメニュー
画面から「口座帯（詳細設定）設定」メニューを選択する。「口座帯（詳細設定）設定」
メニューが選択されると図２４に示す口座帯（詳細設定）設定画面がモニタに表示される
。
【０１５１】
　この口座帯（詳細設定）設定画面には、「口座帯Ｎｏ．」が表示される項目１９－ａと
、操作者が操作する項目として、「口座帯名称」を入力可能な項目１９－ｂと、「貸し玉
単価設定」として「下限単価」を入力可能な項目１９－ｃと、同様に「貸し玉単価設定」
として「上限単価」を入力可能な項目１９－ｄと、「交換単価設定」として「下限単価」
を入力可能な項目１９－ｅと、同様に「交換単価設定」として「上限単価」を入力可能な
項目１９－ｆと、が用意されている。
【０１５２】
　この画面において、まず操作者は、登録したい口座帯の名称を項目１９－ｂに入力する
。次に項目１９－ｂに入力した名称の口座帯に設定したい貸し玉単価（図中の「貸出単価
設定」参照）の下限単位を項目１９－ｃに入力し、貸し玉単価の上限単位を項目１９－ｄ
に入力する。次に項目１９－ｂに入力した名称の口座帯に設定したい交換単価（図中の「
交換単価設定」参照））の下限単位を項目１９－ｅに入力し、交換単価の上限単位を項目
１９－ｆに入力する。
【０１５３】
　ここでは、口座帯Ｎｏ．１に対応して項目１９－ｂには「４円パチンコ帯」、項目１９
－ｃには「４」、項目１９－ｄには「４．３２」、項目１９－ｅには「３．５」、項目１
９－ｆには「４．３２」、と入力し、口座帯Ｎｏ．２に対応して項目１９－ｂには「１円
パチンコ帯」、項目１９－ｃには「１」、項目１９－ｄには「１．０８」、項目１９－ｅ
には「０．５」、項目１９－ｆには「１．０８」、と入力した例を示している。
【０１５４】
　全ての入力が終了すると、操作者は登録アイコンボタン１９－ｇをクリックする。登録
アイコンボタン１９－ｇがクリックされると、本部用管理装置１－ａの記憶部に登録内容
がテーブルとして記憶される。この口座帯詳細設定画面を用いて設定されたテーブルの一
例を図２５に示す。
【０１５５】
　図２５は、口座帯詳細設定画面を用いて設定された各口座帯情報（テーブル）の例を示
す図である。
　この図に示すように、「口座帯Ｎｏ．」、「口座帯名称」、「貸出単価設定の上限と下
限」、「交換単価設定の上限と下限」がそれぞれ対応付けられて口座帯毎に複数登録され
る。
【０１５６】
＜口座帯（詳細設定）別の遊技情報の出力例＞
　図２６は、図２４の口座帯詳細設定画面を用いて設定された各口座帯情報の登録内容に
基づいて、出力される口座帯毎の遊技情報の出力例を示す図である。
【０１５７】
詳細設定単価口座帯別の遊技情報を閲覧する操作者は、図示しないメニュー画面から「口
座帯別遊技情報集計（詳細設定）」メニューを選択する。
【０１５８】
　「口座帯別遊技情報集計（詳細設定）」メニューが選択されると、本部用管理装置１－
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ａのＣＰＵは、上述した図２５の貸出単価設定の上限単価並びに下限単価、交換単価設定
の上限単価並びに下限単価を読み出し、該当する店舗の遊技情報を上述した図２３の各店
舗の各種遊技情報から抽出し、抽出した各店舗の各種遊技情報を項目毎に合計する処理を
行う。
この処理について図２３と図２５を用いて詳述する。
【０１５９】
　（処理５－１）図示しない「口座帯別遊技情報集計（詳細設定）」メニューが選択され
たことに対応して、図２５に示したテーブルから口座帯の貸出単価レンジと交換単価レン
ジを読み出す。ここで「貸出単価レンジ」は、図中の「貸出単価設定」の下限単価～上限
単価で表される。同様に「交換単価レンジ」は、図中の「交換単価設定」の下限単価～上
限単価で表される。
【０１６０】
　したがって、ここで読みだされる４円パチンコ帯の貸出単価レンジは、４～４．３２円
であり、１円パチンコ帯の貸出単価レンジは、１～１．０８円である。
　同様に、４円パチンコ帯の交換単価レンジは、３．５～４．３２円であり、１円パチン
コ帯の交換単価レンジは、０．５～１．０８円である。
【０１６１】
　（処理５－２）　読みだされた貸出単価レンジおよび交換単価レンジに基づいて、図２
３に示すテーブルから各種遊技情報（口座売上、口座貯玉数、口座アウト等）を抽出する
。
　ここでは、例えば、図２３に示す各店舗Ｑ～Ｕ店の中から貸出単価レンジ４～４．３２
円且つ交換単価３～４．３２円に該当するＱ店、Ｒ店、Ｓ店の遊技情報が抽出される。ま
た、貸出単価レンジ１～１．０８円且つ交換単価０．５～１．０８円に該当するＴ店、Ｕ
店の遊技情報が抽出される。
【０１６２】
　（処理５－３）抽出された各種遊技情報を各項目毎に合計する。例えば、貸出単価が４
円パチンコ帯の「口座売上」の場合は、Ｑ店の４円パチンコの１００００円、Ｒ店の４．
１６円パチンコの１５０００円、Ｓ店の４．３２円パチンコの２００００円が合計されて
、４５０００円となる。
　このような処理によって図２６に示す遊技情報が出力されることになる。
【０１６３】
　以上、本部用管理装置１－ａにより集中管理される各店舗の各種遊技情報の例２および
例３などについて説明した。
　本願発明は、上記で説明した構成以外にも種々の構成を備えることができる。
　例えば、機種を指定できるようにして、指定された機種に対応する各口座帯別に各種遊
技情報を閲覧できるようにしてもよい。
【０１６４】
　図２７は、機種毎の口座帯別遊技情報の出力例を示す図である。
　この例では、図６の貸出単価口座帯別の遊技情報を表示しているモニタに、さらに図２
７に示す機種選択アイコンボタン２０－ａが表示されているものとする。操作者が機種選
択アイコンボタン２０－ａをクリックするとこの機種選択アイコンボタン２０－ａに対応
する機種の口座帯別遊技情報２０－ｂがモニタに表示される。
【０１６５】
　また、機種毎の口座帯別遊技情報を出力する以外にも口座帯を指定した場合に、指定さ
れた口座帯に属する遊技情報を機種毎に閲覧できるようにしてもよい。
【０１６６】
　図２８は、指定口座帯の機種別遊技情報の出力例を示す図である。
　この例では、図６の貸出単価口座帯別の遊技情報を表示しているモニタにさらに図２８
に示す口座選択アイコンボタン２１－ａが表示されているものとする。操作者が口座選択
アイコンボタン２１－ａをクリックすると、図２８に示すような指定された口座帯の遊技
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情報を機種の別に表示する。
【０１６７】
　本願発明は、さらに種々の変形が可能である。例えば、図２９に示すように、過去１か
月間の各貸出単価に対する売上をグラフ化して閲覧できるようにしてもよい。図２９は、
各口座帯についての詳細を表すグラフを示す図である。
【０１６８】
　このグラフ（図中の各講座帯の比較グラフ２２－a～２２－e参照）を見ることにより、
たとえば４円（３円交換）２２－ｄの口座成績がほかに比べて悪いことが見受けられる。
つまり本部スタッフからすれば、４円（３円交換）２２－ｄが落ち込んだ原因を探すこと
により、梃入れに導くことができる。
　本実施例によれば、従業員は口座帯を選択するだけで、各配下口座の成績を見ることが
出来るので、操作性が向上する。
【０１６９】
　また、図３０に示すように、各口座帯単位でセキュリティ設定ができるようにしてもよ
い。
　図３０は、各口座帯についてセキュリティ設定するときの口座帯別セキュリティ設定画
面の一例を示す図である。ここで、セキュリティ設定とは各遊技情報に異常と判定される
閾値を遊技機種毎に設定し、当該閾値を超過した場合エラーと判定し、報知する設定のこ
とを言う。
【０１７０】
　操作者が図示しないメニュー画面から「口座帯別セキュリティ設定」メニューを選択す
ることにより、図３０に示す口座帯別セキュリティ設定画面がモニタに表示される。
【０１７１】
　この口座帯別セキュリティ設定画面を図および図３０を用いて説明する。
　図３０に示すように、口座別セキュリティ設定画面には、操作者が操作する項目として
、「口座帯名（○円口座帯）」を入力可能な項目２３－ａおよび項目２３－ｂと、遊技情
報の異常の項目を示す項目２３－ｃと、本部用管理装置１－ａや店舗管理装置１－ｃ（図
１参照）のＣＰＵがシステムの異常を判断するための閾値（異常閾値）を設定可能な項目
２３－ｄおよび２３－ｅと、送信開始アイコンボタン２３－ｆとが用意されている。
【０１７２】
　項目２３－ａおよび２３－ｂ（以下、「口座帯選択項目２３－ａ」, 「口座帯選択項目
２３－ｂ」と称す。）は、操作者が口座帯を入力可能な操作項目であり、プルダウン形式
により図２５に示したテーブルのデータを選択可能になっている。
【０１７３】
　ここでは、図３０の項目２３－ａには、「Ｎｏ1：４円口座帯」が表示されている。こ
れは、図２５の「口座帯Ｎｏ」の「１」が選択されたことを意味する。また、図３０の項
目２３－ｂには、「Ｎｏ２：１円口座帯」が表示されている。これは、図２５の「口座帯
Ｎｏ」の「２」が選択されたことを意味する。
【０１７４】
　項目２３－ｃには、遊技情報の異常の項目を示す項目の一例として「セーフ異常」、「
アウト異常」、「スタート異常」が表示されている。
【０１７５】
　項目２３－ｄ（以下、「異常閾値設定項目２３－ｄ」と称す。）は、項目２３－ａに表
示された口座帯における「セーフ異常」、「アウト異常」、「スタート異常」（項目２３
－ｃ参照）の詳細設定項欄である。
【０１７６】
　同様に、項目２３－ｅ（以下、「異常閾値設定項目２３－ｅ」と称す。）は、項目２３
－ｂに表示された口座帯における「セーフ異常」、「アウト異常」、「スタート異常」（
項目２３－ｃ参照）の詳細設定項欄である。
【０１７７】
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　操作者が異常閾値設定項目２３－ｄ及び２３－ｅに閾値を入力し、「送信開始」アイコ
ンボタン２３－ｆをクリックすると、本部用管理装置１－ａは、項目２３－ａおよび２３
－ｂにて選択されている口座帯に該当する口座を有する店舗管理装置１－ｃ（図１参照）
に対して、異常閾値設定項目２３－ｄ及び２３－ｅにて入力した情報（セキュリティ設定
）をネットワーク１－ｂを介して送信する。
【０１７８】
この処理について、図２３、図２５および図３０を用いて詳述する。
（処理６－１）作業者が、図３０に示した「送信開始」アイコンボタン２３－ｆをクリッ
クすると、本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、口座帯選択項目２３－ａおよび２３－ｂに
て設定された口座帯の貸出単価レンジ及び交換単価レンジを図２５に示したテーブルより
読み込む。
【０１７９】
（処理６－２）本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、読み込んだ貸出単価レンジ及び交換単
価レンジに該当する口座を図２３に示したテーブルより抽出する。
【０１８０】
（処理６－３）本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、抽出した口座に対応つけられた店舗を
セキュリティ設定の送信対象として選択する。
【０１８１】
（処理６－４）本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、選択された店舗の店舗管理装置１－ｃ
に対して、セキュリティ設定をネットワーク１－ｂを介して送信する。例えば、ここでは
図示省略したが、図２３に示したテーブルには、さらに各店舗を特定可能なＩＰアドレス
の情報が含まれており、本部用管理装置１－ａのＣＰＵは、このＩＰアドレスを参照する
ことによって、各店舗管理装置１－ｃにセキュリティ設定を送信する。
【０１８２】
　また、本部用管理装置１－ａは、全ての店舗管理装置１－ｃに対して情報を送信しても
よい。この場合には、この送信された情報を自身に適用するか否かは各店舗管理装置１－
ｃのＣＰＵがそれぞれ判定する。
【０１８３】
店舗管理装置１－ｃは、受信したセキュリティ設定を自身で管理する遊技機種設定に当て
はめる（適用）。なお「遊技機種設定」とは、遊技機種毎の運用口座や機種スペックなど
の設定である。この設定の一つにセキュリティ設定が存在する。
【０１８４】
　具体的には、店舗管理装置１－ｃは、本部用管理装置１－ａからセキュリティ設定を受
信したことに基づいて、自身で管理する遊技機種設定を更新する。
このような構成によれば、たとえば貸出単価４円の場合は、細かくセキュリティをチェッ
クしたいが、１円は大雑把でも良いときなど、効率的に設定業務を行うことが出来る。ま
た、本部管理装置１－ａ側でセキュリティ設定を行うだけで、店舗管理装置１－ｃの設定
も更新できるので、店舗従業員の労力が削減できる。
【符号の説明】
【０１８５】
１…本部管理システム、１－a…本部用管理装置、１－b…公衆回線、１－ｃ…店舗用管理
装置、１－ｆ…遊技機、１－e…台間機、１－ｄ…店舗内ネットワーク。
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